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Ⅰ 当該年度における計画と成果 
  

１．当該年度の担当研究開発課題の目標と計画 

１）評価法とフィールドの調査研究 

ロボット評価法およびその実証のための模擬実験フィールドに関する、世界の最新情報を明確にす

るための、調査研究である。この事項は、昨年度までに研究完了した。 

２）小規模ローカルフィールド設置 

小規模ローカルフィールドを設置し（設置は各研究機関または研究室で行う）、フィールド試験

をクローズドに開催および設置のための支援を行う。この事項は、昨年度までに研究完了した。 

３）拠点フィールドの設置 

東北大学青葉山キャンパス内に、屋内および屋外タイプの拠点フィールドを設計し、製作する。

昨年度までに、同キャンパス内に設置終了した。今後は、各ロボットの開発状況に応じて必要と

なる評価機能を付加するための改造計画を推進することとする。 

４）拠点フィールドにおけるクローズド評価会の実施 

同評価会を 6月および 11月に実施する。 

５）拠点フィールドにおける公開評価会の実施 

同評価会を 6月および 11月に実施する。 

６）「タフロボティクス」評価法の検討 

本年度製作設置の拠点フィールドにおけるフィールド試験および評価会を通じてのユーザの意見

徴収を実施し検討する。 

 

２．当該年度の担当研究開発課題の進捗状況と成果 

2-1 進捗状況 

１）評価法とフィールドの調査研究 

この課題については、昨年度までに調査研究を実施・完了した。 

２）小規模ローカルフィールド設置 

この課題については、昨年度までに実施・完了した。 

３）拠点フィールドの設置 

・中規模拠点フィールド：各ロボットの開発状況に応じて必要となるフィールドの改造計画を 

屋内／屋外フィールドに対し随時実施している。 

・大規模拠点フィールド：福島 RTFを大規模拠点フィールドとすることを決定した。この一画に 

プラントタワーを設置する計画が有り、この設計・製作に、中規模拠点フィールドを製作した 

経験を生かし、経産省・ＷＲＳ・福島県に対し技術協力を実施している。 

４）クローズド拠点フィールド評価会開催 

同評価会を 6月および 11月に実施した 

５）公開フィールド評価会開催 

同評価会を 6月および 11月に実施した 
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６）「タフロボティクス」評価法の検討 

①評価会でのアンケートを分析し、ユーザからの評価がどのような価値判断によるものであるか

について調べ、それらの尺度を一般化することを検討している。 

②開発者側からの自己の成果物のスペックを明確化した「技術カタログ」を発行し、クローズド

評価会参加者に配布し、アンケートに反映させることにした。 

③同上、「技術カタログ」に、TRC用 TRL評価基準をつくり明記することにより、本プロジェクト

の出口戦略における評価算定を出来るようにした。 

 

2-2 成果 

課題１）：該当なし 

課題２)：該当なし  

課題３）拠点フィールドの設置 

① 中規模拠点フィールドにおける主な改造事項 

＜屋内フィールド＞ 

・50A管内検査用配管設置 

・計器読み取り用パネル設置 

＜屋外フィールド＞ 

・以下のような、瓦礫フィールドと瓦礫内構造物の設置 
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・屋外フィールド全体図 

 
（改造項目：瓦礫フィールド、ドローンシェルターなど） 

② 大規模拠点フィールド設計製作への協力 

福島 RTFのプラントタワー設計立案中（2F部分）：以下、Tentative案 

 

ドローン発着ポート 

ドローンシェルター

ンシェルタ  

瓦礫フィールド 

雨トンネル 

発電機 

プール 

風トンネル 

 

遠隔操縦コンテナ 

観客席用テント 

避難ロッジ 
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課題４）クローズド拠点フィールド評価会開催 

同評価会を東北大キャンパス屋内外フィールドで 6月および 11月に実施した 

課題５）公開フィールド評価会開催 

同評価会を東北大キャンパス屋内外フィールドで 6月および 11月に実施した 

課題６）「タフロボティクス」評価法の検討 

① 評価会参加者へのアンケート実施 

下図は、飛行ロボへのアンケートの集計結果例 

 

 

 

 

 

② 「技術カタログ」の作成 

技術カタログの様式を以下に示す。以下の情報を、フィールド評価会開催前に製本化し、参加者

に配布する。 

  

■アンケート集計『評価』キーワード
アンケート集計 ※キーワードに関して複数回答含む

No. 色 キーワード
件
数

研
究
者

ユ
ー

ザ

学
生

無
記
名

1 ■ 防水技術 11 6 4 1 0
2 ■ 高い実用性 10 8 1 1 0
3 ■ 音の位置特定 4 3 1 0 0
4 ■ 活用が広い 3 3 0 0 0
5 ■ その他 16 11 3 2 0

総件数 44 31 9 4 0
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＜技術カタログ様式＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ TRC用 TRLの定義 

TRC用 TRLを定義し、技術カタログに反映している 

 

2-3 新たな課題など 

該当なし。 

 

３．アウトリーチ活動報告 

該当なし。 

 


